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ハクビシンの横浜市内への進出について

板橋 正憲・和田 優子・富岡 由香里・菊地 昭夫

Masanori Itabashi, Yuko Wada, Yukari Tomioka & Akio Kikuchi:
Invading Process of the Masked Palm Civet into Yokohama City

はじめに
　ハクビシン (Paguma larvata)は食肉目ジャコウネ
コ科に属する中型の哺乳類である。本種は民家の屋根裏

や川沿いの斜面にある樹洞などをねぐらとして夜間，採

餌にでかけるが（古屋 , 1967），タヌキ等に比べると生
息場所に対する執着心が薄いらしく，一晩に約 30haの
地域内を動き回って同じ採餌場所に数日続けて通うかと

思うと，まだ餌が残っていても採餌場所を変えてしま

う（鳥居 , 1992; 古谷 , 2007）。また，本種が我が国に
おいて初めて記録された静岡県では「数年間の潜伏期を

経てから，初確認の 10～ 20年後に生息密度が急速に
高まったのち，その周辺に分布を拡大させる。最初に密

度の高かった地域の密度はやがて低くなり，安定した生

息地となる」という過程を繰り返しながら分布域を広げ

た（古屋 , 1973）。埼玉県（古谷 , 2007）や千葉県（落
合 , 1998）でも同様の傾向がみられており，おそらく
他の都府県でも同じような経過で分布域が拡大した結

果，1963年当時の分布地は福島・宮城・長野・山梨・
静岡・愛媛の６県に過ぎなかった（今泉 , 1963）が，
2005年には中部以北の本州各都県・大阪南部～和歌山
北部・丹後・但馬～鳥取県・山口県までに広がり（米田 , 
2005），一説には九州や北海道でもその姿がみられると
いう（鈴木 , 2005; 古谷 , 2007）。
　神奈川県においても，1983年当時は相模川以西にだ
け分布していた（塩沢ほか , 1984）が，1992年現在
で相模川以東の城山町（現・相模原市城山），相模原市，

海老名市，大和市，藤沢市，鎌倉市，横須賀市で新た

に生息が確認された（有馬ほか , 1993）。また，横浜
市旭区（中村 , 1990）・栄区（中村 , 1992）でも生息
が確認された。

　横浜市内の三つの動物園（野毛山・金沢・よこはま）

は神奈川県からの受託事業として野生傷病鳥獣保護事業

を行っているが，近年に受け入れたハクビシンの保護場

所を集計したところ，その分布域が横浜市内に広がって

ゆく様子が明らかになったので，ここに報告する。

調査結果
　筆者らは 1993年１月 1日から 2008年 12月 31日
までの間に横浜市内の３動物園（野毛山・金沢・よこはま）

に市民が持ち込んだ合計 184件（１件で複数頭を受け
る場合もあるので，件数＝頭数ではない）のハクビシン

の保護場所を集計した（表１および表２）。また，表１

を基に調査対象期間を４年毎に分けて，その４年間に保

護があった区（灰色）と過去に保護があった区（黒色）

とを地図に示したものが図１である。

　有馬・中村らが報告した 1993年当時は栄区・旭区以
外の横浜市にはハクビシンの生息は確認されていなかっ

たが，16年を経過した現在では横浜市全域に進出して
いる事がわかる。

　また，すべての地区において幼獣や妊娠雌が含まれて

おり，市内全域で繁殖している可能性も伺われた。

　中村（1990）は「今後ハクビシンは横浜および川崎
西部に広がるであろうし，ごく近い将来に鎌倉から三浦

半島に分布は波及する」と予測しているが，この予測が

現実になったことは本調査でも明らかになった。三浦

半島への進出は確認できなかったが，鎌倉市には 1995
年にはすでに入り込んでおり（有馬ほか , 1993; 表 2），
図 1の４枚の分布図から推察すると，鎌倉市に隣接する
横浜市金沢・栄・戸塚区から横浜市内に進出し，さらに

戸塚から港南区へと広がっていったように思われる。

　横浜市北西部の状況をみると，町田市では 1984年に
（中村 , 1990）・大和市では 1992年（有馬ほか , 1993）
にハクビシンの生息が確認されている。1989年に横浜
市で初めて生息が確認された旭区の例（中村 , 1990）
はハクビシンが鎌倉に進出する以前の出来事であり，し

かも鎌倉と隣接する横浜市南部（金沢区・栄区）からも

離れている事から，この時に保護された個体は町田ある

いは大和から入った可能性も考えられる。横浜市旭区で

は 2000年以降かなりの件数が保護されているが，それ
にもかかわらず，これらの分布地と隣接する瀬谷区・緑

区・泉区における保護例は 2000年代の後半から発生す
るという分布の広がりにおける時差がみられた。（表１
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表 1．横浜市内で保護されたハクビシンの件数

表 2．横浜市外から保護されたハクビシンの件数
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図 1．ハクビシンが保護された区の変遷．調査対象期間を
4年毎にわけ，その期間に保護があった区を灰色で，過
去に保護があった区を黒色で示した．

および２）この時差がどのような原因によるものかにつ

いては今後，調査を進めて行きたい。

　本調査では横浜市立動物園に運ばれたハクビシンのみ

を対象にしたが，厚木市にある神奈川県立自然環境保全

センターには横浜市以外に住む住民が保護した個体や，

神奈川県獣医師会・横浜市獣医師会に加盟する開業獣医

師が取り扱った個体のデータが蓄積されており，今後，

これらのデータを加えて調査精度を高めてゆきたい。
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